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Ｐ２ 　新年のごあいさつ

Ｐ６ 　まちの話題
　　　 百歳賀寿、西高魅力発信隊受賞報告  ほか

Ｐ８ 　まちからのお知らせ＆ニュース
　　　 自治功労者表彰式、民生･児童委員新体制  ほか

新年の抱負 年男･年女インタビュー Ｐ４～Ｐ５

新春特集

本年が皆さんにとって

良い年でありますように
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
も
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て

幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

安
全
安
心
な
町
へ

　

昨
年
は
、
全
国
各
地
で
地
震
や

豪
雨
災
害
な
ど
が
発
生
し
、
甚
大

な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。
幸
い
、

本
町
に
お
い
て
大
き
な
災
害
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
ら
を

教
訓
に
、
土
砂
災
害
危
険
箇
所
の

再
点
検
や
新
た
な
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
整
備
、
避
難
場
所
の
指
定
等
、
災

害
に
強
い
体
制
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
12
月
に
は

「
雪
対
策
基
本
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
雪

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

健
康
が
い
ち
ば
ん
を
掲
げ
て

　

町
民
の
皆
様
が
毎
日
健
康
で
元

気
に
生
活
で
き
る
こ
と
が
町
の
一

番
の
願
い
で
す
。｢

健
康
が
い
ち
ば
ん｣

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
食
・
運
動
・
健

(

検)

診
を
相
互
に
連
携
し
て
健
康

寿
命
延
伸
に
取
り
組
み
、
一
人
一

運
動
な
ど
を
広
く
推
進
し
ま
す
。

町
総
合
計
画(

後
期)

お
よ
び

地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
て

　

今
年
は
、
人
口
減
少
対
策
と
し

て
策
定
し
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
事
業
を

本
格
的
に
展
開
す
る
と
と
も
に
、

町
総
合
計
画(

後
期)

の
実
施
計
画

の
実
現
を
加
速
化
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
主
な
事
業

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

豊
か
な
地
域
資
源
を
活
か
し
て

　

町
の
森
林
資
源
活
用
型
産
業
化

計
画
に
よ
る
菌
床
キ
ノ
コ
の
大
規

模
産
地
化
や
、
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の

家
を
活
用
し
た
特
産
品
の
販
売
促

進
な
ど
、
町
内
産
農
林
産
物
の
ブ

ラ
ン
ド
化
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

旧
越
後
街
道
を
活
用
し
た
観
光
誘

客
や
町
歴
史
文
化
基
本
構
想
の
策

定
を
進
め
、
町
の
魅
力
を
高
め
て

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

若
者
の
定
住
促
進
に
向
け
て

　

西
会
津
国
際
芸
術
村
に
年
間
約

４
０
０
０
人
の
観
光
客
が
訪
れ
る

な
ど
、
町
の
交
流
人
口
は
大
き
く

拡
大
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
雇

用
と
定
住
を
連
携
し
て
農
林
業
の

振
興
、
観
光
受
け
入
れ
態
勢
の
充

実
を
図
り
、
雇
用
確
保
と
若
者
の

移
住
定
住
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、

体
験
型
農
業
や
農
家
民
宿
の
推
進
、

ふ
る
さ
と
町
民
倶
楽
部
、
若
者
ま

ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
な

ど
の
事
業
を
通
し
て
町
の
魅
力
発

信
に
努
め
、
加
え
て
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
を
７
名
と
し
て
さ
ら
な

る
地
域
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
と
教
育
の
充
実

　

｢

ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
、

人
づ
く
り
は
教
育
か
ら
」
を
実
践

し
、
人
材
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

小
中
一
貫
教
育
導
入
の
推
進
を

図
る
と
と
も
に
、
今
年
４
月
か
ら

は
町
認
定
こ
ど
も
園
「
こ
ゆ
り
こ

ど
も
園
」
が
開
園
す
る
こ
と
か
ら
、

新
た
な
総
合
教
育
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

お
い
て
、
町
の
将
来
を
担
い
、
国

際
的
に
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
を

図
り
ま
す
。

住
ん
で
良
か
っ
た
と

実
感
で
き
る
町
に

　

西
会
津
の
良
い
と
こ
ろ
を
見
つ

け
、
そ
れ
を
育
て
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
例
え
ば
、
雪
が
降
る
と
い

う
こ
と
は
き
れ
い
な
水
源
が
あ
る

と
い
う
こ
と
。
山
や
農
地
が
あ
る

と
い
う
こ
と
は
資
源
が
あ
る
と
い

う
こ
と
。
高
齢
者
が
い
れ
ば
知
恵

が
あ
り
、
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー

が
あ
れ
ば
交
流
が
あ
る
。
空
き
家

が
あ
れ
ば
移
住
の
場
が
あ
る
。
苦

労
は
工
夫
で
補
え
ば
、
さ
ら
に
良

い
町
を
創
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
視
点
に
立
っ
て
各
種

施
策
を
進
め
、｢

住
ん
で
良
か
っ
た

と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

推
進
し
ま
す
。

酉(

鳥)

年
に
あ
た
っ
て

　

今
年
は
酉
年
。
鳥
に
ち
な
ん
で

｢

鶏
群
の
一
鶴
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
多
く
の
人
の
中
に
ひ
と

き
わ
優
れ
た
人
が
い
る
こ
と
の
例

え
で
す
が
、
優
秀
な
人
を
輩
出
す
る

の
は
教
育
で
す
。
今
年
は
小
中
一

貫
教
育
が
前
進
し
、
将
来
立
派
な

人
材
が
育
つ
こ
と
を
願
う
も
の
で

あ
り
ま
す
。
今
年
も
町
民
の
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

西会津町長   伊  藤　    勝
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町
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
町
議
会
に
対
し
ま
し

て
、
特
段
の
ご
理
解･

ご
高
配
を
賜

り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
議
会
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
】

　

私
ど
も
議
会
で
は
、
現
在
、
議

会
活
性
化
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

積
極
的
な
議
会
活
動
の
推
進
や
開

か
れ
た
議
会
の
構
築
、
議
員
定
数

の
検
討
な
ど
、
議
会
の
活
性
化
と

改
革
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

本
年
中
に
は
そ
の
方
針
等
を
示
す

予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
活
動
の
一
環
と
し

て
開
催
し
て
い
る
「
町
民
と
議
会

と
の
懇
談
会
」
で
は
、
町
民
の
皆

様
か
ら
厳
し
く
も
心
強
い
ご
意
見

や
、
貴
重
な
ご
提
言
を
い
た
だ
き
、

心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

【
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
】

　

さ
て
、
現
下
の
地
方
を
取
り
巻

く
状
況
は
、
過
疎
化
・
少
子
高
齢

化
が
進
展
し
て
お
り
、
都
市
と
地

方
の
格
差
が
拡
大
す
る
な
ど
、
課

題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
本
町
で
は
、
高
齢
化
率
が

43
％
を
超
え
、
地
域
力
低
下
へ
の

対
応
や
、
適
切
な
医
療
の
確
保
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
子
育
て

支
援
、
雇
用
・
定
住
の
促
進
、
地

域
活
性
化
に
向
け
た
施
策
の
実
施

は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

町
議
会
で
は
、
今
後
も
議
会
基

本
条
例
を
よ
り
具
現
化
す
る
た
め
、

さ
ら
に
公
正
で
透
明
な
開
か
れ
た

議
会
の
構
築
を
目
指
し
、｢

町
民

と
議
会
と
の
懇
談
会
」
を
開
催
し

て
ま
い
り
ま
す
。
議
会
活
動
の
内

容
を
町
民
の
皆
様
に
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
い
た
だ
い
た
ご
意

見
を
議
会
活
動
に
反
映
さ
せ
、
よ

り
住
み
よ
い
町
と
な
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
積
極
的
な

ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

加
え
て
、
行
政
へ
の
監
視
機
能

や
政
策
提
言
な
ど
、
議
会
の
役
割

を
十
分
に
果
た
す
よ
う
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を

賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
明
る
い
未
来
に
向
け
】

　

本
年
は
、｢

酉
年
」
で
す
が
、

伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
に
「
遷
御

の
儀
」
が
あ
り
ま
す
。
神
職
の
鶏

鳴
三
声
の
掛
け
声
で
朝
を
告
げ
た

後
、
天
照
大
御
神
の
御
神
体
を
新

し
い
正
宮
に
移
す
神
事
で
す
が
、

昔
か
ら
酉
は
夜
明
け
を
告
げ
る
縁

起
の
よ
い
干
支
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、｢
酉
の
声
で
天
岩
戸
が

開
き
躍
進
し
て
戌
で
笑
う
」
と
も

い
わ
れ
、
こ
の
年
の
過
ご
し
方
で

翌
年
に
笑
え
る
か
ど
う
か
が
変
わ

り
、｢

酉
年
は
明
る
い
年
回
り
へ
の

準
備
の
年
」
と
の
説
も
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、

雇
用
の
場
の
創
出
や
交
流
人
口
の

拡
大
、
定
住
促
進
や
子
育
て
支
援

な
ど
に
本
格
的
に
取
り
組
ま
れ
て

お
り
、
議
会
と
し
て
も
町
勢
が
着

実
に
前
進
し
、
明
る
い
未
来
が
拓

け
る
よ
う
、
切
望
し
て
お
り
ま
す
。

【
協
働
に
よ
る
活
力
と

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
】

　

私
ど
も
議
会
は
、
こ
の
新
し
い

年
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
様
と
の

緊
密
な
連
携
・
協
働
の
も
と
、
西

会
津
町
を
誇
り
と
し
、｢

町
に
住
ん

で
い
て
良
か
っ
た
」
と
真
に
喜
び

を
実
感
で
き
る
よ
う
な
、
活
力
と

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に

向
け
、
引
き
続
き
懸
命
に
努
力
し
、

町
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
頑
張
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
も
町
議
会
に
対
し
特
段
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

頌春西会津町議会議長   武 藤 道 廣

新年のごあいさつ    平成29年 元旦
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　博行さん＝今年は還暦を迎えるので、２人で同じ目標
に向かって歩んでいけるよう、第２の人生について少し
考えてみたいと思っています。
　また、２人の共通の趣味である旅行や、孫がもう少し
大きくなったらみんなで一緒にキャンプなどに出掛けた
いと考えています。なかなか箱から出せずにいたプラモ
デル作りにも挑戦したいです。
　弘子さん＝今年も公民館で開催しているヨガの講座に
継続して参加し、体力づくりに取り組んでいきたいと考
えています。
　また、夫の単身赴任や仕事の都合などでこれまで２人
の時間をあまり取れなかったので、還暦を機に２年に１
回だった旅行のペースを１年に１回に増やすなど、２人
の時間を増やしていければと考えています。

　七重さん＝昨年は、子どもたちの成長に感動した年で
した。特に亜李菜は、休みの日に練習をして小学校のマ
ラソン大会で優勝するなど、意外と努力家だったのだな
と感心しました。今年も子どもたちの成長を楽しみにし
ながら、余裕を持って生活し、子どもたちに尊敬される
ような親になれるよう、努力していきたいと思っていま
す。
　亜李菜さん＝昨年は、とにかく走ることを頑張った年
で、小学校のマラソン大会で優勝したほか、会津坂下町
で行われた「あいづばんげ『いにしえ街道』マラソン大
会」でも入賞することができました。
　今年は中学生になるので、勉強はもちろん、ソフト
ボールや駅伝などの部活を頑張りたいです。また、ふく
しま駅伝にも出場してみたいです。

八幡  博
ひろゆき

行 さん　弘
ひろ

子
こ

 さん
●昭和32年生まれ　芝草　夫婦

長谷沼  亜
あ り な

李菜 さん　七
なな

重
え

 さん
●平成17年・昭和56年生まれ　西林東　親子

新年の

抱負

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
今
年
の
目
標
は

も
う
決
め
ま
し
た
か
？

　
今
月
号
で
は
、
恒
例
の
新
春
特
集
と
し
て
今
年
の
干
支

で
あ
る
「
酉
年
生
ま
れ
」
の
皆
さ
ん
に
新
年
の
抱
負
や
夢

を
伺
い
ま
し
た
。

　
新
年
が
皆
さ
ん
に
と
っ
て
輝
か
し
い
一
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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　としよさん＝昨年は中学３年生の娘が部活を引退し
たり、健寿が就職したりと、子どもたちが少しずつ大
人になっていくのを見て、成長の喜びを感じるととも
に、若干のさみしさを覚えました。今年は子どもたち
の手が離れた分、自分のために時間を使い、これまで
続けてきたストレッチなどの健康づくりのほか、新し
いことにも挑戦したいと思っています。
　健寿さん＝昨年は就職したり、自分で車を買った
り、少し大人になったのかなと実感した年でした。今
はまだ覚えなければならない仕事がたくさんあり、ほ
かのことを考える余裕がないですが、忙しい中でも楽
しく仕事をすることができています。今年は仕事のほ
かにプライベートも充実させていきたいと思っていま
す。

　昨年は老人憩の家や西会津小学校などで定期的に語り
部を行ったほか、奥川地区の敬老会では余興に参加する
など、元気に過ごすことができたので悪い年ではなかっ
たと思います。
　今年も語り部などのボランティアを継続しながら、地
域の皆さんと仲良くサロン活動を楽しみ、また、子ども
たちに心配や負担をかけないよう、健康第一で過ごして
いきたいと考えています。
　今年で84歳となりますが、ミネラル野菜作りも続けて
いきたいと思っています。今年は、昨年試験的に栽培し
たエゴマをもう少し多めに作り、道の駅に新しくできた
｢ミネラル野菜の家」に、年相応に出荷していきたいと
考えています。何事も前向きに、無理はしないで健康に
暮らしていければと思います。

　清悦さん＝昨年は娘が箱根の温泉に招待してくれ、そ
の際に久しぶりに静岡の弟夫婦、妹夫婦のところに夫婦
そろって遊びに行くことができ、とても良い思い出にな
りました。
　今年は84歳になるので、のんびりと体に気を付けなが
ら、好きな山遊びや植木の手入れに精を出し、その成長
を楽しみに２人で仲良く過ごしていければと思っていま
す。
　ミツイさん＝昨年はけがをしたこともあり、個人的に
はあまり良い年ではなかった気がします。
　今年は体に気を付けながら、健康のためにゲートボー
ルで頭と体を使い、畑仕事なども無理のない範囲でやっ
ていきたいと考えています。お互いに助け合い、元気に
過ごしたいと思います。

佐藤 トキイ さん
●昭和８年生まれ　極入

佐藤  としよ さん　健
たけとし

寿 さん
●昭和44年・平成５年生まれ　滝坂　親子

佐藤  ミツイ さん　清
せいえつ

悦 さん
●昭和８年生まれ　宝川　夫婦

年男･年女 INTERVIEW
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西会津小でわくわくフェスティバル
　11月19日、西会津小学校で「もりあげよう たのしもう 
笑顔はじける フェスティバル」をテーマに「西小わく
わくフェスティバル」が開かれ、児童の皆さんが学年ご
とに演劇や合奏、ダンス、縄跳びなどで日頃の学習の成
果を発表しました。このほか、合唱部や屋敷人形クラブ
による発表も行われ、発表が終わるたびに訪れた保護者
の皆さんや他学年の児童が発表した皆さんに温かい拍手
を送りました。[写真＝２年生の「きょうはなんてうん
がいいんだろう」から]

100歳の長寿祝い　賀寿贈呈式
　上野尻の齋藤アキ子さんが11月23日に満100歳を迎え、
賀寿贈呈式が行われました。式では、県会津保健福祉事
務所の中村宗宏副所長、伊藤町長、町老人クラブ連合会
の渡部雅二郎会長が賀寿や記念品をアキ子さんに贈り、
式の最後には、親族を代表して子の齋藤悟さんが「さら
に長生きできるよう家族で支えていきたい」と謝辞を述
べました。アキ子さんは現役で畑仕事をされており、長
生きの秘訣は「畑仕事をすることと好きな野菜を食べる
こと」と話していました。

西高魅力発信隊に丸紅賞
　西高魅力発信隊の皆さんが取り組む「西会津町と農・
商・工との連携による地域活性化プロジェクト・新ス
イーツブランド『フフフッスイーツ』」が「新しい東北｣
復興ビジネスコンテストで応募総数２３９件の中から企
業賞の「丸紅賞」に輝き、11月22日、西会津高校の中野
隆幸校長、阿久津和

のどか

さん、渡部信洋先生(写真左から)
が受賞報告に町役場を訪れました。報告を受けた伊藤町
長は「西会津高校の魅力をさらに広げていってください｣
と受賞を祝福しました。

アイデアで町の未来を拓く教育
　12月９日、西会津中学校で第２学年を対象にアントレ
プレナーシップ教育が行われました。今回は、生徒の皆
さんが一般社団法人ｉ.ｃｌｕｂ代表理事の小川悠さん
や東京大学の学生、町地域おこし協力隊の荒海正人さん
らをアドバイザーに、商品開発をテーマとした「町の未
来をつくるアイデア」を生み出すことに挑戦しました。
アントレプレナーシップ教育は、資源の制約を超えて
チャンスを追求する方法を学び、新しい未来を切り拓い
ていく力を身に付けることを目的に実施しています。
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雪対策基本計画の素案を町長に報告
　11月22日、町雪対策基本計画策定委員会の渡邉昇二副
委員長が町役場を訪れ、昨年２月から策定作業を進めて
きた「町雪対策基本計画」の素案を伊藤町長に報告しま
した。渡邉副委員長は「５地区の意見をまとめました。
実践するにあたり見直す箇所もあると思いますが、雪国
の生活向上に役立ててください」と伊藤町長に素案を手
渡し、伊藤町長は「長期間にわたり策定作業に尽力いた
だき感謝します。この素案をもとに一つ一つ実行につな
げていきます」と謝意を述べました。

｢石川瑛作碑」を東京から町に移設
　アダム・スミスの「国富論」を初めて和訳したことで
知られる町出身の偉人・石川瑛作をしのんで東京・谷中
霊園に建立された「石川瑛作碑」がふるさと自慢館脇に
移設され、11月23日、石碑の除幕式が開かれました。式
では、｢石川瑛作碑」保存有志の会の石川純一会長があ
いさつした後、除幕が行われました。[写真＝除幕の様
子。左から新田興助在京西会津会会長、武藤道廣町議会
議長、伊藤町長、石川愛子さん、石川純一さん、平田紀
三男町商工会長、田﨑公司大阪商業大学准教授]

日頃の思い堂々と  少年の主張大会
　12月３日、町公民館で町少年の主張大会が開かれ、小
学６年生から高校２年生までの11人の児童・生徒の皆さ
んが、日頃自分が感じていることや思っていること、将
来の夢などを会場に訪れた大勢の皆さんの前で堂々と発
表しました。発表の後には、会津若松市役所に勤める三
留怜央さん(上野尻)が発表者の皆さんに励ましの言葉を
送り、西会津中学校の五十嵐正彦校長が発表者ごとに講
評を述べました。[写真＝緊張のトップバッターを務めた
西会津小学校６年・渡部颯

そう

くん]

会津(越後)街道サミットを開催
　11月27日、昨年に引き続き第２回会津(越後)街道サ
ミットが今年は阿賀町の道の駅「阿賀の里」で開かれま
した。サミットでは、にしあいづ観光交流協会の堀口一
彦さんが昨年実施した会津街道探索ウォークの実績報告
を行ったほか、阿賀町教育委員会の遠藤佐さん、会津街
道ファンクラブ代表の神田久さん、日本考古学協会会員
の佐藤光義さんらが講演を行い、その後、日本登山イン
ストラクターズ協会の岩崎元郎さんによる特別講演が行
われました。[写真＝実績報告を行う堀口さん]
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本
年
度
の
自
治
功
労
者
表
彰

式
・
自
治
区
長
大
会
・
納
税
貯
蓄

組
合
長
大
会
は
11
月
25
日
、
町
公

民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
伊
藤
町
長
が
「
長
年

に
わ
た
る
ご
功
績
と
ご
労
苦
に
心

よ
り
感
謝
し
ま
す
。
町
で
は
、
引
き

続
き
町
民
の
皆
さ
ん
と
同
じ
目
線

に
立
ち
、
真
に
住
ん
で
良
か
っ
た

と
思
え
る
明
る
く
元
気
な
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す｣

と
式
辞
を
述
べ
た
後
、
武
藤
道
廣

町
議
会
議
長
が
あ
い
さ
つ
し
、
続

い
て
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
で
は
、
出
席
し
た
受
賞
者

の
皆
さ
ん
に
伊
藤
町
長
が
表
彰
状

や
感
謝
状
を
贈
り
、
そ
の
功
績
を

た
た
え
ま
し
た
。

　

式
の
最
後
に
は
、
47
年
９
カ
月

の
長
き
に
わ
た
り
町
消
防
団
で
消

防
人
と
し
て
尽
力
し
、
特
別
功
労

表
彰
を
受
賞
し
た
前
町
消
防
団
長

の
江
川
新
壽
さ
ん
が
「
本
日
い
た

だ
い
た
栄
誉
を
糧
に
、
微
力
な
が

ら
今
後
も
町
の
発
展
に
尽
く
し
て

い
き
ま
す
」
と
受
賞
者
を
代
表
し

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
特
別
功
労
表
彰
が
２

人
に
、
功
労
表
彰
が
５
人
に
贈
ら

れ
、
ま
た
、
自
治
区
長
永
年
勤
続

者
５
人
と
納
税
貯
蓄
組
合
長
永
年

勤
続
者
４
人
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

式
の
後
に
は
、
第
２
部
と
し
て

西
会
津
高
校
の
西
高
魅
力
発
信
隊

の
皆
さ
ん
と
一
般
社
団
法
人
ｉ
・

ｃ
ｌ
ｕ
ｂ
代
表
理
事
の
小
川
悠
さ

ん
が
「
西
会
津
町
の
車
麩
を
活
用

し
た
お
土
産
ス
イ
ー
ツ
の
商
品
開

発
」
に
つ
い
て
活
動
発
表
し
、
会

場
の
皆
さ
ん
は
興
味
深
そ
う
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

西
高
魅
力
発
信
隊
は
、
生
徒
の

社
会
性
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
向
上
を
目
的
に
平
成
27
年

に
同
校
で
設
立
さ
れ
、
地
域
の
事

業
者
な
ど
と
と
も
に
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
お
よ
び
地
域
経
済
の
活
性

化
を
目
指
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

西
会
津
高
校
で
は
、
こ
の
活
動

を
通
し
た
地
域
愛
と
郷
土
に
対
す

る
誇
り
の
醸
成
、
そ
し
て
将
来
の

担
い
手
育
成
に
向
け
、
本
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

受賞者の皆さんと謝辞を述べる江川新壽さん（右下)

活動発表する小川悠さんと西高魅力発信隊の皆さん

 
町
政
の
発
展
向
上
な
ど
に
尽
力

 
長
年
の
功
績
た
た
え
表
彰
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こ
の
た
び
は
特
別
功
労
表
彰
を

受
賞
し
、
驚
く
と
同
時
に
、
支
え

て
く
れ
た
諸
先
輩
方
や
団
員
の
仲

間
、
そ
し
て
家
族
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
お
か
げ
で
こ
の
栄
え
あ
る
賞
を

い
た
だ
い
た
の
だ
と
、
こ
の
場
を

借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

47
年
９
カ
月
の
消
防
人
と
し
て

の
生
活
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い

出
が
あ
り
ま
す
。
真
冬
の
、
そ
れ

も
真
夜
中
の
出
動
で
、
法
被
や
ホ
ー

ス
が
カ
チ
カ
チ
に
凍
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
消
防
団

長
と
な
っ
て
か
ら
は
、
常
に
消
防

の
こ
と
が
頭
の
片
隅
に
あ
り
、
い

つ
鳴
る
か
わ
か
ら
な
い
携
帯
電
話

に
眠
れ
な
い
夜
も
あ
り
ま
し
た
。

　

退
団
し
、
肩
の
荷
が
下
り
た
よ

う
な
心
持
ち
で
す
が
、
今
後
も
培
っ

た
経
験
を
生
か
し
、
少
し
で
も
町
の

力
に
な
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

INTERVIEW
特別功労表彰

前西会津町消防団長　　　江
え

 川
がわ

  新
しん

 壽
じゅ

   さん[上野尻]

　

入
団
当
初
は
、
消
防
団
に
こ
れ

ほ
ど
長
く
関
わ
る
こ
と
に
な
る
と

は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

脳
梗
塞
に
よ
る
入
院
で
一
旦
は
退

団
し
ま
し
た
が
、｢

経
験
を
生
か

し
て
地
域
を
守
っ
て
ほ
し
い
」
と

い
う
声
と
、
消
防
団
の
活
動
を
続

け
る
う
ち
に
芽
生
え
た
「
地
域
を

守
ら
な
け
れ
ば
」
と
い
う
思
い
か

ら
再
入
団
を
決
意
し
ま
し
た
。
合

わ
せ
て
41
年
も
の
長
い
間
、
消
防

団
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

支
え
て
く
れ
た
皆
さ
ん
の
お
か
げ

だ
と
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

端
村
自
治
区
は
、
も
う
２
５
０

年
以
上
無
火
災
が
続
い
て
い
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
こ
の
無
火
災
が

今
後
も
続
い
て
い
く
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
一
住
民
と
し
て
地
域
を
見

守
り
、
ま
た
、
有
事
の
際
の
安
心

安
全
を
隣
近
所
で
支
え
合
っ
て
い

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

INTERVIEW
特別功労表彰

元西会津町消防団第３分団長　　　加
か

 藤
とう

    勝
まさる

   さん[端村]

自治功労者表彰
◎町政の発展向上に貢献された方への表彰
特別功労表彰

前西会津町消防団長� 江　川　新　壽
元西会津町消防団第３分団長� 加　藤　　　勝
功労表彰

前西会津町選挙管理委員会委員長� 薄　上　幸　一
元西会津町消防団第３分団長� 長谷川　辰　男
前西会津町消防団第４分団長� 薄　　　祥　男
前西会津町消防団第５分団長� 佐久間　嘉　晴

◎�教育、文化、美術、スポーツ等の興隆に貢献された方
への表彰

功労表彰
奥川へとへとクラブ会長� 故  川　上　　　甫

感謝状贈呈
自治区長永年勤続者　５年勤続

本町２自治区長� 渡　部　邦　男
原町５自治区長� 渡　邉　昇　二
芝草自治区長� 大　槻　忠　好
青坂自治区長� 三　留　儀　行
端村自治区長� 加　藤　浩　一
納税貯蓄組合長永年勤続者　20年勤続

萱本下村納税貯蓄組合長� 秦　　　好　央
納税貯蓄組合長永年勤続者　15年勤続

下野尻第１納税貯蓄組合長� 佐　藤　忠　正
納税貯蓄組合長永年勤続者　10年勤続

山浦若葉納税貯蓄組合長� 三　瓶　常　夫
梨平第２納税貯蓄組合長� 長谷川　富　吉

平成28年度 表彰者・感謝状贈呈者  [敬称略]
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ご
存
じ
で
す
か

民
生･

児
童
委
員

　

民
生
委
員
は
、
社
会
福
祉
増
進

の
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
立
場

で
生
活
や
福
祉
全
般
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
、
必
要
な
支
援
を
行
う

地
域
福
祉
活
動
の
担
い
手
で
す
。

ま
た
、
民
生
委
員
は
児
童
委
員
を

兼
ね
、
主
任
児
童
委
員
と
協
力
し

て
児
童
福
祉
に
関
わ
る
活
動
を
行

う
ほ
か
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
が

委
嘱
す
る
心
配
ご
と
相
談
員
、
日

本
赤
十
字
社
が
委
嘱
す
る
日
本
赤

十
字
社
協
賛
員
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

　

地
域
社
会
で
の
つ
な
が
り
が
薄

れ
る
中
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
、

悩
み
を
抱
え
る
人
な
ど
が
孤
立
し

て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、
民
生
・
児

童
委
員
が
身
近
な
相
談
相
手
と
な

り
、
支
援
が
必
要
な
人
と
関
係
機

関
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

民
生･

児
童
委
員
の

活
動
内
容

　

①
担
当
地
区
の
高
齢
者
や
障
が

い
者
の
い
る
世
帯
、
児
童･

妊
産
婦

の
い
る
世
帯･

ひ
と
り
親
世
帯
な

ど
へ
の
見
守
り･

相
談
支
援
活
動

　

②
地
域
の
身
近
な
相
談
相
手
と

し
て
福
祉
制
度
な
ど
の
情
報
提
供

を
行
う
ほ
か
、
支
援
が
必
要
な
人

と
関
係
機
関
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役

　

③
３
人
の
主
任
児
童
委
員
は
、

児
童
に
関
す
る
相
談
支
援
を
行
い
、

担
当
地
区
の
民
生･

児
童
委
員
や

関
係
機
関
と
連
携･

協
力
し
な
が

ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

支
援
が
必
要
な
場
合
、
ま
た
、

困
り
ご
と
が
あ
る
と
き
に
は
、
秘

密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
該
当
地
区
の
民
生･

児
童

委
員
に
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

�

健
康
福
祉
課  

☎
45
︱
２
２
１
４

新しい民生･児童委員 (野沢･尾野本地区)　任期＝平成28年12月１日～平成31年11月30日(３年)

担 当 地 区 氏　名

1町内･2町内北側 齋　藤　彰　子

2町内南側･3町内 平　野　節　子

4･5町内 伊　藤　美津子

6･7町内 岩　原　　　稔

8町内･9町内駅前通り西側 酒　井　德　子

9町内駅前通り東側･10町内･
下小屋 小　柴　正　意

芝草 大　槻　寅　一

堀越･芹沼･塩喰 小野木　さよ子

牧･安座 長谷川　貞　男

西平･中野･大久保･四岐 清　野　慶　久

野沢地区[主任児童委員] 長　澤　文　子

担 当 地 区 氏　名

西原･森野 長谷川　スミヱ

萱本･松尾 鈴　木　由美子

上小島･尾登 佐　藤　トミ子

下小島･さゆりが丘 伊勢亀　静　雄

西林･西林東 小　椋　幸　雄

縄沢･青坂･軽沢 青　津　　　稔

牛尾･山口･出ヶ原 佐　藤　政　雄

程窪･泥浮山･長桜 新　田　啓一郎

黒沢･小杉山 渡　部　徳　子

尾野本地区[主任児童委員] 荒　海　孝　子

 
支
援
が
必
要
な
人
と
行
政
な
ど
を
つ
な
ぐ

 
民
生･

児
童
委
員
が
新
体
制
に
な
り
ま
し
た

　

12
月
１
日
、
民
生
・
児
童
委
員
委
嘱
状
等
伝
達
式
が
町
公
民
館
で
行
わ

れ
、
任
期
満
了
に
よ
り
新
た
に
選
出
さ
れ
た
委
員
43
名
に
伊
藤
町
長
が
厚

生
労
働
大
臣
か
ら
の
委
嘱
状
を
手
渡
し
、
ま
た
退
任
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
は

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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18
年
間
、
地
域
や
関
係
者
の
皆

さ
ん
、
そ
し
て
家
族
の
支
え
の
お

か
げ
で
民
生
・
児
童
委
員
を
務
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
か
ら

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

最
初
に
民
生
・
児
童
委
員
を
打

診
さ
れ
た
と
き
は
「
偉
い
人
が
や

る
も
の
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
、
断
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
夫
が
「
や
っ
て
み

た
ら
い
い
。
そ
し
て
や
る
な
ら
長

く
や
っ
た
方
が
い
い
」
と
助
言
し

て
く
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
こ

の
道
に
進
む
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

民
生
・
児
童
委
員
と
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
知
識
と
経
験
を
得
る
こ
と

が
で
き
、
ま
た
、
そ
こ
で
で
き
た
人

と
の
つ
な
が
り
は
私
の
財
産
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
民
生
・
児
童
委

員
と
し
て
で
は
な
く
、
地
域
の
一

員
と
し
て
見
守
り
活
動
な
ど
に
加

わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

INTERVIEW
民生･児童委員

平成10年～平成28年　　　岩
いわ

 倉
くら

  洋
よう

 子
こ

   さん[上野尻]

　

前
任
の
地
区
担
当
か
ら
声
を
掛

け
ら
れ
、
西
会
津
に
戻
っ
て
き
た

平
成
25
年
か
ら
民
生
・
児
童
委
員

を
務
め
て
い
ま
す
。
今
ま
で
と
は

違
う
人
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
、

物
事
の
見
方
が
変
わ
り
、
と
て
も

不
思
議
な
気
持
ち
で
す
。

　

私
の
民
生
・
児
童
委
員
と
し
て

の
主
な
仕
事
は
、
サ
ロ
ン
で
の
住

民
の
見
守
り
で
す
。
屋
敷･

熊
沢･

楢
木
平
の
サ
ロ
ン
で
は
、
誰
か
が

前
に
立
っ
て
物
事
を
決
め
る
の
で

は
な
く
お
互
い
に
支
え
合
い
、
一

緒
に
な
っ
て
物
事
を
進
め
て
い
ま

す
。
私
は
、
民
生
・
児
童
委
員
の

堅
い
イ
メ
ー
ジ
を
、
こ
れ
と
同
じ

よ
う
に
も
っ
と
身
近
で
柔
ら
か
い

も
の
に
変
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
み
ん
な
同
じ
立
場
で
「
メ
ダ

カ
の
学
校
」
の
よ
う
に
、
何
事
も
難

し
く
考
え
ず
、｢

楽
し
く
」
支
え
合
っ

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

INTERVIEW
民生･児童委員

平成25年～　　　　　伊
い

 藤
とう

  優
ゆう

 一
いち

   さん[屋敷]

新しい民生･児童委員 (群岡･新郷・奥川地区)　任期＝平成28年12月１日～平成31年11月30日(３年)

担 当 地 区 氏　名

上野尻1･2･3･4 藤　田　静　子

上野尻5･6 平　野　マチ子

下野尻南側･端村 藤　原　清　一

下野尻北側 平　野　裕　子

徳沢･杉山 伊　藤　　　誠

宝川･白坂 佐　藤　新　一

屋敷･楢木平･熊沢 伊　藤　優　一

柴崎･橋立･滝坂 佐　藤　勝　栄

平明･呼賀･原･新村 薄　　　政　伴

樟山･滑沢 細　野　シズエ

小清水･漆窪･高目･荒木 會　澤　　　真

担 当 地 区 氏　名

戸中･橋屋･井谷･八重窪 上　野　賀代子

向原･塩･下松 伊　藤　哲　雄

新町･道目 井　上　美枝子

山浦･出戸 鈴　木　儀　平

中ノ沢･松峯 矢　部　正　夫

中町･小山･真ヶ沢 猪　俣　八重子

宮野･梨平･小屋 長谷川　成　博

小綱木･大舟沢 宮　澤　吉　夫

極入 星　　　敦　志

弥平四郎･弥生 小　椋　マサコ

群岡･新郷･奥川地区[主任児
童委員] 佐　藤　惠　子

（退任）

（再任）
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全
を
期
し
て
い
き
ま
す
。

道
の
駅
に
し
あ
い
づ
の

情
報
提
供
施
設
整
備

―

　

国
土
交
通
省
郡
山
国
道
事
務
所

で
は
、
道
の
駅
に
し
あ
い
づ
の
情

報
提
供
施
設
が
交
流
物
産
館
よ

り
っ
せ
と
離
れ
利
用
者
動
線
が
悪

い
こ
と
か
ら
、
利
便
性
向
上
を
目

的
に
、
町
と
協
議
の
上
、
交
流
物

産
館
よ
り
っ
せ
と
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜

の
家
の
間
に
新
た
な
情
報
提
供
施

設
お
よ
び
ト
イ
レ
を
整
備
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
平
成
29
年
３
月
中
旬
に
は
完

成
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
今
後
も
国
と
の
連
携

を
強
化
し
、
利
用
し
や
す
い
道
の

駅
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
森
林
資
源
活
用

し
ご
と
づ
く
り
推
進
事
業

―

　

東
北
芸
術
工
科
大
学
の
三
浦
秀

一
教
授
を
委
員
長
に
、
こ
れ
ま
で

２
回
の
森
林
資
源
活
用
型
産
業
化

計
画
策
定
委
員
会
を
開
催
し
、
先

進
地
調
査
や
町
内
の
現
地
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
町
で
は
、
こ
の

調
査
結
果
を
も
と
に
、
森
林
資
源

を
有
効
に
活
用
し
、
か
つ
雇
用
が

生
ま
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
の
検
討

を
進
め
、
菌
床
シ
イ
タ
ケ
の
大
規

模
産
地
化
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃

料
の
地
産
地
消
に
向
け
た
計
画
策

定
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

町
道
野
沢
柴
崎
線

橋
屋
橋
工
事

―

　

11
月
１
日
、
橋
屋
橋
の
上
部
工

事
を
請
け
負
う
川
田
工
業
株
式
会

社
の
四
国
工
場
に
お
い
て
橋
桁
の

製
作
現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。
作

業
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
こ
の

後
、
最
終
点
検
を
経
て
平
成
29
年

２
月
に
は
船
に
よ
る
輸
送
を
開
始

し
、
今
年
度
中
の
現
地
で
の
工
事

着
工
に
向
け
作
業
を
進
め
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。
１
日
も
早
い

完
成
と
な
る
よ
う
、
町
と
し
て
も

鋭
意
努
め
て
い
き
ま
す
。

西
会
津
小
学
校

プ
ー
ル
検
討
委
員
会

―

　

西
会
津
小
学
校
プ
ー
ル
検
討
委

員
会
で
は
、
４
回
の
会
議
を
通
し

て
さ
ゆ
り
公
園
プ
ー
ル
を
利
用
す

る
上
で
の
課
題
な
ど
を
検
討
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
現
状
の

課
題
を
解
決
す
る
に
は
「
小
学
校

に
プ
ー
ル
を
設
置
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
」
と
の
結
論
に
至
り
、

そ
の
旨
を
意
見
書
と
い
う
形
で
町

に
提
出
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
こ
の
意
見
を
重
く
受

け
止
め
、
小
学
校
に
独
自
の
プ
ー

ル
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
、
11
月

24
日
に
開
催
し
た
総
合
教
育
会
議

に
お
い
て
こ
の
方
針
を
町
教
育
委

員
会
に
示
し
ま
し
た
。

　

来
年
度
、
国
の
補
助
事
業
に
採

択
さ
れ
次
第
、
速
や
か
に
本
事
業

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

可
決
さ
れ
た
議
案

◆�

町
こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
条
例
の
制

定
＝
町
認
定
こ
ど
も
園
「
こ
ゆ

り
こ
ど
も
園
」
設
置
に
伴
う
条

例
の
制
定

◆�

町
農
業
委
員
会
委
員
等
の
定
数

に
関
す
る
条
例
の
制
定
＝
農
業

委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
改

正
に
伴
う
制
度
変
更
に
よ
る
条

例
制
定

◆�

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
＝
人
事
院
等
の
勧
告
に

準
じ
た
職
員
給
与
の
改
正

◆�

町
税
条
例
等
の
一
部
改
正･

町
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
＝

税
制
改
正
に
伴
う
改
正

◆�

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算(

第
６
次)

、
平
成
28
年
度
特

別
会
計
等
補
正
予
算

◆�

町
道
の
路
線
変
更
＝
町
道
原
町

北
１
号
線
の
終
点
の
変
更

◆�

公
の
施
設
の
管
理
に
係
る
指
定

管
理
者
の
指
定
＝
町
林
業
研
修

セ
ン
タ
ー
、
町
老
人
憩
の
家
、

町
こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
の
管
理
運

営
を
担
う
指
定
管
理
者
の
指
定

◆�

固
定
資
産
評
価
審
査
員
会
委
員
の

選
任
へ
の
同
意
＝
伊
藤
重
人
さ
ん

(

塩)

、
齋
藤
和
則
さ
ん(

上
野
尻)

、

　

高
濱
悦
子
さ
ん(

８
町
内)

を
選
任

町
政
の
主
要
事
項

報
告
か
ら

町
こ
ゆ
り
こ
ど
も
園

―

　

町
こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
の
開
園
に

あ
た
り
、
町
で
は
入
所
児
童
の
保

護
者
や
入
所
予
定
の
子
ど
も
を
持

つ
保
護
者
の
皆
さ
ん
と
、
意
見
交

換
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を

通
し
て
話
し
合
い
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
３
つ
の
保
育

所
を
統
合
し
、
町
全
体
の
保
育
環

境
の
改
善
を
図
る
と
い
う
町
の
基

本
的
な
方
針
に
ご
理
解
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
環
境
が
変
わ
る
こ
と

に
よ
る
児
童
の
不
安
へ
の
配
慮
や
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
が
心
配
す
る
課

題
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
対
応
し
、

平
成
29
年
４
月
の
開
園
に
向
け
万

　

12
月
２
日
か
ら
８
日
を
会
期
に
開
か
れ
た
12
月
定
例
会
で
は
、｢

町
こ

ゆ
り
こ
ど
も
園
条
例
の
制
定｣

「
町
農
業
委
員
等
の
定
数
に
関
す
る
条
例

の
制
定｣

「
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
」
な
ど
議
案
19
件

が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
政
の
主
要
事
項
報
告
の
内
容
お
よ
び
可
決
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お

り
で
す
。

議
案
19
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決

 
12
月
町
議
会
定
例
会
報
告
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　秋の叙勲が発令され、昭和50年７月の町議会議員初当
選から９期36年間にわたり町議会議員として町勢伸展の
ため尽力した清野邦夫さん(大久保)が旭日双光章を、昭
和36年４月の町消防団入団から約35年間にわたり町消防
団員として町民の生命と安全・安心の確保に尽くした五
十嵐幸一さん(５町内)が瑞宝単光章を受章しました。
　清野さんは11月７日に知事公館で行われた平成28年秋
の叙勲・褒章受章者への伝達式に出席して勲記と勲章の
伝達を受け、五十嵐さんは12月12日に町役場で行われた
叙勲伝達式で戸田光昭県会津地方振興局長から勲記と勲
章の伝達を受けました(写真)。

　町では、自力での除雪が困難で、また、家族や集落か
らの支援も難しい高齢者世帯などを支援するため、本年
度も雪処理支援隊を設置しました。
　12月12日に町役場で行われた雪処理支援隊辞令交付式
では、伊藤町長が隊員一人一人に辞令書を手渡し、「除
排雪ができずに困っている高齢者などの皆さんを支援す
るため、協力をお願いします」と訓示を述べました。
　雪処理支援隊は、今年の３月末まで対象者宅を見守り
ながら除排雪の支援を行います。[写真＝左から清水一
穂さん(10町内)、平野眞さん(下野尻)、齋藤英行さん
(堀越)、矢部丈夫さん(中ノ沢)、渡部秀満さん(萱本)]

　国勢調査をはじめとした各種統計調査の調査員や指導
員として、多年にわたり調査の円滑な実施および啓発活
動に尽力した皆さんが統計功労者表彰を受賞しました。
受賞者は次のとおりです。[写真＝伊藤町長から表彰の
伝達を受ける星さん(12月９日)]
◆総務大臣表彰
　鈴木　敏夫 さん(萱本)
◆県統計協会名誉会長表彰
　沼澤身知子 さん(２町内)	 渡邉　友子 さん(５町内)
　佐藤　百子 さん(10町内)	 星　美鶴雄 さん(四岐)
　齋藤　勝利 さん(尾登)

長きにわたり町勢伸展や町の安全･安心のために尽力

  秋の叙勲　清野さん、五十嵐さんに

自力での除雪が困難な高齢者世帯などを支援

  本年度も ｢雪処理支援隊｣ を設置

総務大臣表彰と県統計協会名誉会長表彰

  鈴木さんら６人が統計功労者表彰を受賞
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有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月
【問い合わせ先】

企画情報課・情報政策係　☎４５－４５３６

　今年も雪国まつりを２日間開催します。恒例の雪上花火や桐ゲタ飛ばし全国大会、雪上運動会のほか、ジョセ
ササイズ体験イベントや福島ホープス野球教室など、西会津ならではのイベントが盛りだくさんです。温かいご
当地グルメも多数出店予定です。ぜひご来場ください。

◆主な開催イベント
11日　�ホワイトステージ／歳の神／キャンドルナイト

／雪上花火
12日　�丞

しょうじん

神デナーショー／雪上運動会／ジョセササイズ
イベント／桐ゲタ飛ばし全国大会／スノーモー
ビルランド西会津／福島ホープス野球教室／ア
ルビレックス新潟サッカー教室／福島ホープス
岩村監督講演会／熱気球体験コーナー

◆参加申込・問い合わせ先
　町ふるさと振興推進委員会事務局(商工観光課)
　☎45－2213

まちの人口（12月１日現在）
� （前月比）
　人　口� ６，７９４人　 （＋　６人）
　 男 � ３，２７９人　 （－　５人）
　 女 � ３，５１５人　 （＋１１人）
　世　帯� ２，７３２世帯　 （＋１１世帯）

お誕生おめでとう
平　野　　　翔

しょう

くん 　　浩光・絵梨� ３町内
鈴　木　乙

おと

　葉
は

ちゃん 　　裕紀・優子� ９町内２
伊　藤　蓮

れん

　翔
と

くん  　 　学・萌美� 西林東
橋　本　愛

あい

　梨
り

ちゃん 　　浩樹・真弥� 上野尻
佐　藤　柚

ゆず

　希
き

ちゃん 　　祐規・由美� 徳　沢

ご結婚おめでとう
渡　部　清　仁　　　　黒　沢
三　留　理　恵　　　　４町内

V
ヴ ァ ン

AN D
デ ル

ER W
ウ ェ イ デ ン

EIJDEN, W
ウィック

ik R
レ イ ン ボ ー ド

einboud	 オランダ
小　川　美農里	 安　座

湯　田　章　広　　　　会津美里町
長谷川　琴　美　　　　森　野

お悔やみ申し上げます
栗　山　ハ　ツ（105）　宏　克　 祖母 　４町内
布　施　光　江（84）　慶　久　　父　　５町内
長谷川　謙　𠮷（88）　昭　和　　父　　安　座
渡　部　政　江（78）　政　信　　父　　安　座
新井田　ワ　キ（93）　正　美　　母　　牛　尾
加　藤　シノブ（92）　　繁　　　母　　端　村
伊　藤　正　彦（88）　正　一　　父　　徳　沢
貝　沼　　　清（77）　古川 喜春　 伯父 　小清水
髙　橋　堤　子（70）　光　政　　母　　樟　山
猪　俣　恒　夫（69）　敏　夫　　父　　道　目
井　上　伊左雄（83）　啓　一　　父　　下　松

有料広告欄 [詳細は広告主に問い合わせください]

日本一きれいな雪が降る　雪国にしあいづの魅力を全国に発信！

  今年の雪国まつりは２月11日･12日開催

戸籍の窓口  [11月受付分]
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ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
注
意

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒

は
カ
キ
な
ど
の
貝
類
が
原
因
と
な

る
こ
と
が
最
も
多
い
で
す
が
、
ほ

か
の
食
品
か
ら
の
感
染
も
油
断
で

き
ま
せ
ん
。
身
の
回
り
を
清
潔
に

保
つ
こ
と
と
、
食
品
を
十
分
に
加

熱
す
る
こ
と
が
予
防
の
基
本
で
す
。

　

食
品
対
策
＝
生
も
の
を
食
べ
る

の
は
極
力
避
け
、
85
～
90
℃
で
90

秒
以
上
加
熱
調
理
し
ま
し
ょ
う
。

　

衛
生
管
理
＝
ウ
イ
ル
ス
を
洗
い

流
す
た
め
、
調
理
の
前
後
、
ト
イ

レ
や
お
む
つ
交
換

な
ど
の
後
は
必

ず
よ
く
手
を

洗
い
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、

調
理
器
具
は
と
き
ど
き
塩
素
系
漂

白
剤
に
浸
し
て
殺
菌
し
ま
し
ょ
う
。

　

汚
染
処
理
＝
嘔お

う
と吐

物
、
ふ
ん
便

を
処
理
す
る
と
き
は
、
マ
ス
ク
・

手
袋
を
着
用
し
、
周
り
に
広
が
ら

な
い
よ
う
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
と
対
策

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
毎
年
流
行

を
繰
り
返
し
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢

者
ま
で
誰
に
で
も
感
染
す
る
危
険

性
の
あ
る
感
染
症
で
す
。
予
防
対

策
に
は
し
っ
か
り
と
し
た
健
康
管

理
が
重
要
で
す
。

　

規
則
正
し
い
生
活
＝
感
染
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
免
疫
力
を
高
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
十
分
な
休
養

と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

手
洗
い
・
う
が
い
＝
流
水
・
せ
っ

け
ん
に
よ
る
手
洗
い
・
う
が
い
を

徹
底
し
、
ウ
イ
ル
ス
を
体
の
中
に

入
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

う
が
い
液
を
使
用
す
る
こ
と
で
殺

菌
効
果
が
増
し
ま
す
。

　

加
湿
と
喚
気
＝
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
は
乾
燥
を
好
み
ま
す
。

室
内
の
温
度
は
20
～
25
℃
、
湿
度

は
50
～
60
％
に
調
節
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
暖
房
を
使
用
す
る
と
き
は

小
ま
め
に
空
気
の
入
れ
替
え
を
し

ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
で
守
ろ
う

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

　

感
染
症
の
多
く
は
、咳
や
く
し
ゃ

み
な
ど
の
し
ぶ
き
に
よ
っ
て
拡
散

し
た
ウ
イ
ル
ス
・
細
菌
を
吸
い
込

む
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。
「
咳
エ

チ
ケ
ッ
ト
」
を
理
解
し
、
み
ん
な

で
感
染
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　

◎
咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
き

は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
口
と
鼻

を
覆
い
ま
し
ょ
う
。
飛
び
散
り
を

で
き
る
だ
け
広
げ
な
い
配
慮
が
感

染
の
拡
大
を
抑
え
ま
す
。

　

◎
使
用
後
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
に
は
、

ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
病
原
体
が
た
く

さ
ん
付
着
し
て
い
ま
す
。
ポ
ケ
ッ

ト
や
バ
ッ
ク
に
保
管
せ
ず
、
で
き

る
だ
け
す
ぐ
に
捨
て
ま
し
ょ
う
。

自
分
に
合
う
マ
ス
ク
を

　

マ
ス
ク
は
自
分
に
合
っ
た
も
の

を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　

マ
ス
ク
の
大
き
さ
＝
口
と
鼻
だ

け
で
な
く
、
あ
ご
ま
で
覆
う
こ
と

が
で
き
る
も
の
。
隙
間
が
で
き
な

い
よ
う
自
分
に
合
う
サ
イ
ズ
を
選

び
ま
し
ょ
う
。

　

マ
ス
ク
の
素
材
＝
目
が
細
か
く
、

微
細
な
ウ
イ
ル
ス
や
物
体
を
通
し

に
く
い
「
不
織
布
マ
ス
ク
」
が
推

奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

使
用
後
は
捨
て
ま
し
ょ
う
＝
使

い
捨
て
タ
イ
プ
の
マ
ス
ク
は
、
一

度
外
し
た
ら
捨
て
ま
し
ょ
う
。
マ

ス
ク
に
は
ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

外
す
と
き
は
マ
ス
ク
の
ひ
も
の
部

分
を
持
ち
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に

入
れ
て
捨
て
ま
し
ょ
う
。

感
染
の
拡
大
防
止
に

ご
協
力
を

　

抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

薬
を
服
用
し
て
熱
が
下
が
っ
て
も
、

感
染
力
が
失
わ
れ
な
い
期
間
が
あ

り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患
者

か
ら
の
ウ
イ
ル
ス
排
出
期
間
は
自

然
経
過
で
７
日
間
程
度
と
い
わ
れ
、

学
校
保
健
安
全
法
で
は
「
発
症
し

た
後
５
日
を
経
過
し
、
か
つ
解
熱

し
た
後
２
日
（
幼
児
に
あ
っ
て
は

３
日
）
を
経
過
す
る
ま
で
」
を
出

席
停
止
期
間
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

熱
が
下
が
っ
て
も
し
ば
ら
く
は

外
出
を
控
え
、
感
染
の
拡
大
防
止

に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

�

健
康
福
祉
課
・
健
康
支
援
係

�

☎
45
︱
４
５
３
２

　
冬
は
、
低
温
・
低
湿
度
を
好
む
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
感
染
力
が
強
ま
る
季

節
で
す
。
ま
た
、
空
気
が
乾
燥
す
る
と
ウ
イ
ル
ス
に
含
ま
れ
る
水
分
が
蒸

発
し
、
空
気
中
に
拡
散
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
一
方
、
人
の
体
は
体
温
が

低
下
す
る
と
抵
抗
力
が
弱
ま
り
、
ウ
イ
ル
ス
が
体
に
侵
入
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
冬
は
特
に
感
染
症
へ
の
注
意
が
必
要
で
す
。

健
康
づ
く
り
は 

朝
が 

い
ち
ば
ん

冬
に
流
行
す
る
感
染
症
に
注
意
！
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学
習
内
容
の
相
談
を
町
公
民
館

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
出
前
講

座
を
開
催
し
た
い
場
合
は
、
お
気

軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

�

町
公
民
館  

☎
45
︱
３
２
４
４

�

新
郷
分
館  

☎
47
︱
２
３
０
１

�

奥
川
分
館  

☎
49
︱
２
０
０
１

　
町
公
民
館
で
は
、
皆
さ
ん
の
集
落
や
団
体
な
ど
に
出
向
い
て
講

座
を
行
う
「
出
前
講
座
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
出
前
講
座
は
、

自
治
区
や
老
人
ク
ラ
ブ
、
趣
味
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
開
催
で
き
、

気
軽
に
生
涯
学
習
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
仲
間
と
一

緒
に
体
や
頭
を
動
か
し
、
親
睦
を
深
め
ま
し
ょ
う
。
今
月
号
で
は
、

平
成
28
年
度
に
実
施
し
た
出
前
講
座
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

◀ 

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
教
室

　みんなで楽しくカローリン
グを行い、親睦を深めました
(原町しあわせクラブ)。

◀ 

地
元
の
史
跡
を
学
習

　地元の金蔵寺に祀られてい
る「大聖歓喜天」の彫刻につ
いて学びました(極入自治区)。

◀ 

教
養
講
座
「
認
知
症
に
つ
い
て
」

　認知症への理解を深め、予
防するため学習しました(徳
沢老人クラブ)。

◀ 

環
境
セ
ン
タ
ー
山
都
工
場
見
学

　ごみの種類や出し方を学び、
施設内を見学しました(さゆ
りが丘なでしこ会)。

◀ 

滝
坂
地
す
べ
り
見
学

　排水トンネルや発破掘削に
ついて説明を受けました(上
野尻老壮クラブ)。

西小わくわくクラブ
地元食材を使って楽しくクッキング♪
　11月27日、西小わくわくクラブで料理教室を行い、参加した児童と
その保護者の皆さんが町の特産品「車麩」を使った「ひみつのふ・
ふ・ふ(車麩の黒糖煮)」やクリームドリア、ミネラル野菜たっぷりの
スープを作りました。自分たちの手で心を込めて作った料理はどれも
おいしく、児童の皆さんは「家でも作ってみたい」と笑顔で話してい
ました。

い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
生
涯
学
習

地
区
や
団
体
で
開
催
で
き
る
「
出
前
講
座
」
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川上  英
えい

二
じ

 さん [下松]

町民

バトンタッチ

宝
物
は
？
『
長
女
が
高
校
生
の
と
き
の

部
活
写
真
。
弓
道
部
に
入
部
し
、
大
会

で
射
道
優
秀
賞(

矢
を
射
る
と
き
の
姿

勢
が
最
も
美
し
い)

を
受
賞
し
た
自
慢

の
娘
で
す』

岩原  千
ち よ し

代志さん（12月号）からメッセージ
　仕事頑張ってください。

趣味は？
　野球、ソフトボール、バレーボール
などのスポーツ
熱中していることは？ 
　仕事(昨年７月に転職し、覚えるこ
とが多いので)
最近感動したことは？ 
　長女が一昨年、二女が昨年大学に合
格したこと

あなたのモットーは？
　無理はしない
自分を一言で表現するとしたら？
　バカ真面目
これからやってみたいことは？
　いろいろな運転免許を取得して
みたい
次の方を紹介してください
　Ｙ・Ｓさん（塩）

　ここでは西会津中学校の生徒の皆さんに、自分
が思い描く夢や目標を話してもらっています。今
月は３年・五十嵐杏優さんです。

わたしの夢―
　｢私がなりたい職業は、調理師と管理栄養士で
す。なりたいと考えたきっかけは、小さいころ、
自分で作ったカレーがとてもおいしくて、料理が
すごく楽しいと思ったからです。調理師免許と管
理栄養士免許を取得し、自分の店をオープンさせ
たいです」

努力していること―
　｢毎日何らかの料理を作るようにしていて、みそ
汁は必ず作っています。また、週末にはクッキー
などのお菓子作りにも挑戦しています｣

未来の自分に一言―
　｢自分の店をオープンさせることはできています
か。たとえできていなかったとしても、幸せにな
れるよう日々努力してください」

聞いて！
わたしの夢

生徒会  副会長

五十嵐 杏
あ ゆ

優 さん

作
品
名
『
春
の
風
』

作
品
紹
介
『
昨
年
の
春
に
描
い
た
絵
で
す
。

　

�

春
の
爽
や
か
な
風
が
運
ぶ
、
何
と
も
言

え
な
い
良
い
匂
い
に
誘
わ
れ
て
描
き
ま

し
た
。
ラ
イ
ラ
ッ
ク
と
い
う
花
で
す
』

町民

ギャラリー
今月は、絵画クラブ

鍬間 キシ子 さんの作品です。
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編   

集   

後   

記

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
お
正
月
は
い
か
が
で
し

た
か
。
今
年
も
皆
さ
ん
に
と
っ
て

良
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か

ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
例
年
同
様
１
月
号
の
こ

ゆ
り
ち
ゃ
ん
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
は
、

昨
年
の
町
の
主
な
出
来
事
を
振
り

返
っ
て
み
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
周

り
で
は
ど
の
よ
う
な
出
来
事
が
あ

り
ま
し
た
か
。
ち
な
み
に
、
私
に

と
っ
て
の
昨
年
の
重
大
ニ
ュ
ー
ス

は
「
広
報
に
し
あ
い
づ
」
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
で
す
。
今
年
も
「
読
み
や
す

い
広
報
紙
」
を
目
指
し
、
日
々
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

謹
賀
新
年　

長
谷
川
祐
一

今  

月  

の  

表  

紙

　

今
月
の
表
紙
は
、
飯
豊
連
峰
切

合
小
屋
か
ら
望
む
ご
来
光
で
す(

昨

年
７
月
23
日
撮
影)

。
黄
金
色
に

輝
く
太
陽
の
光
が
、
山
並
み
の
間

に
揺
れ
る
雲
海
を
オ
レ
ン
ジ
色
に

染
め
ま
し
た
。
ま
た
、
写
っ
て
は

い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
瞬
間
を
写
真

に
収
め
よ
う
と
カ
メ
ラ
を
構
え
る

皆
さ
ん
も
き
れ
い
に
オ
レ
ン
ジ
色

に
染
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

写真＝①８月２日、｢ミネラル野菜の家」がオープン／②平成27～28年に
かけての冬は降雪が少なく、例年より早く春が到来(４月５日撮影、西
会津花見山の河津桜)／③３月16日に前西会津町長山口博續氏が逝去、
４月14日に西会津町・山口家合同告別式を執り行う／④平成28年度から
出産祝金制度を拡充、７月１日に拡充後初めての祝金支給／⑤８月18日、
50年ぶりに極入自治区で金蔵寺・大聖歓喜天祭礼を開催／⑥１月26日、
町で初めての子ども議会を開催／⑦４月28日、新たな「にしあいづ観光
クルー」が決定／⑧５回シリーズで旧越後街道の全ての道のりを歩く
｢越後(会津)街道ウォーク」開催／⑨６月29日、町認定こども園園舎起
工。名称は「西会津町こゆりこども園」に／⑩２月19日、西高魅力発信
隊が町内事業者とともに車麩ラスクを商品開発

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ 

フ
ラ
ッ
シ
ュ

　
振
り
返
る
２
０
１
６
年

昨
年
１
年
間
の
主
な
出
来
事
を
写
真
で
振
り
返
る

Ｎ
Ｅ
Ｗ
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フ
ラ
ッ
シ
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振
り
返
る
２
０
１
６
年
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③
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⑩
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